
AIエッジ・ソリューションコンテスト

ALSOK 綜合警備保障㈱
都市空間セキュリティ 「要⽀援者検知による案内サービス」

４利⽤シーン （商業施設、駅のホーム、介護施設）
(1) ソリューション１︓⽩杖利⽤者の密集通知

・⽩杖利⽤者に対して、他者に接近している際に、ソーシャルディスタンスを
確保するよう案内。

(2) ソリューション２︓⾞椅⼦利⽤者や介助者へマスクの着⽤依頼
・⾞椅⼦利⽤者もしくはその介助者が来訪された際に、マスク未着⽤の場合
は、マスクを着⽤を依頼。

１ ⽬的
当社は、AIや5G、IoT等を利⽤して、個々の警備だけでなく、⾯的な広範囲

の警備を⽬指している。今回は、東京オリンピック・パラリンピックなどの⼤型イベ
ントを⾒据えて、障害者の施設利⽤の利便性向上を⽬的とした『要⽀援者来
場通知システム』のデモ機を構築した。

■広域監視カメラ（⿃の⽬）
異常の兆候や発⽣、また位置を検知

■警備員等カメラ（⿂の⽬）
現場の映像情報を取得、共有
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■施設等監視カメラ（⾍の⽬）
付近の映像情報を取得、共有
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施設内監視カメラによる要支援者検知、マスク未着用検知、密集検知

２ システム構成、機能
監視カメラの映像からAE2100上のAIにより、通⾏者や対象物を検知して、

要注⽬状態になった際に、モニタリングPCで警告表⽰することで警備員へ通知
する。今回は要注⽬状態として、以下の２点を検出する仕組みを構築した。
(1) 要⽀援者（⽩杖、⾞椅⼦、松葉杖の利⽤者）の来場
(2) 新型コロナ感染予防の未実施（マスク未着⽤、密集）
警備員は、通知された状況に応じて、現場へ急⾏するなど、道案内のサポー

トや感染予防対策を促す。

３ ⼿法
＜要⽀援者検知＞
・⽩杖、⾞椅⼦、松葉杖を使⽤した動作を弊社で撮影し、
これらの映像による学習モデルを⽤いて、対象を検出する。

＜密集検知＞
・⾻格推定のモデルを使⽤し、⼈物を検出し、その⼈物
サイズから、他の⼈物との隣接を判定する。

＜マスク未着検知＞
・マスク着⽤顔検出モデルを使⽤し、マスク未着⽤者を
検出する。

コロナウィルス感染予防のため、
マスクの着用をお願い致します。

コロナウィルス感染予防のため、他の方
との距離を開けるようお願い致します。
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